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み
な
し
労
働
時
間
制
や
残
業
代

ゼ
ロ
法
案
な
ど
「
働
き
方
改
革
関

連
法
案
」
で
国
会
は
大
き
く
揺
れ

て
い
ま
す
が
、
2
0
1
7
年
1
月

20
日
に
は
「
労
働
時
間
の
適
正
な

把
握
の
た
め
に
使
用
者
が
講
ず
べ

き
処
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
①
タ
イ

ム
カ
ー
ド
や
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
時

間
等
の
客
観
的

記
録
を
確
認
し

て
記
録
す
る
こ

と
。
②
労
働
時

間
を
労
働
者
に

自
主
的
に
申
告

さ
せ
る
方
法
に
よ
る
場
合
は
、
使

用
者
が
自
ら
現
認
を
し
て
適
正
に

記
録
す
る
こ
と
と
す
る
一
方
で
、

「
労
働
時
間
と
し
て
の
考
え
方
」

に
つ
い
て
も
、
会
社
と
現
場
間
の

移
動
（
行
き
帰
り
）
や
現
場
に
お

け
る
「
手
待
時
間
」
、
会
社
が
指

示
す
る
研
修
・
教
育
訓
練
、
資
格

取
得
の
た
め
の
講
習
時
間
も
労
働

時
間
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

す
る
な
ど
、
使
用
者
の
労
働
時
間

の
適
正
な
把
握
に
関
す
る
責
務
を

強
く
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
背
景
に

は
、
電
通
や
新
国
立
競
技
場
建
設

現
場
で
の
過
労
自
殺
な
ど
、
過
重

な
長
時
間
労
働
や
割
増
賃
金
の
未

払
い
問
題
な
ど
が
多
発
し
て
お

り
、
跡
を
絶
た
な
い
こ
と
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。

私
の
ま
わ
り
で
も
同
様
の
ト
ラ

ブ
ル
に
発
展
し
た
ケ
ー
ス
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
未
消
化
有
給
休
暇
の
取
得
要
求

と
未
払
い
割
増
賃

金
の
支
払
い
請
求

で
、
会
社
退
職
時

に
問
題
が
起
き
て

い
ま
す
。
特
に
未

払
い
問
題
は
、
使

用
者
（
会
社
）
側
に
労
働
時
間
を

適
正
に
把
握
し
た
記
録
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
か
ら
、
問
題

の
解
決
を
困
難
に
し
て
い
る
事
案

が
目
立
ち
ま
す
。

若
者
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
志
向
の
強
ま
り
や
、
ス
マ
ホ
な

ど
情
報
伝
達
媒
体
が
発
展
す
る
中

で
、
使
用
す
る
側
が
労
基
法
等
の

労
働
法
規
を
し
っ
か
り
と
身
に
付

け
る
こ
と
、
就
業
規
則
の
作
成
・

整
備
で
自
分
の
会
社
の
基
本
的
ル

ー
ル
を
労
・
使
が
共
有
す
る
こ
と

が
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
働
き
が
い
あ

る
職
場
づ
く
り
に
は
大
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
保
険
労
務
士

市
川
秀
夫

市川さん

【
総
合
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
発
】

株
式
会
社
富
士
工
事
の
代
表
取
締

役
で
あ
る
藤
原
正
宏
さ
ん（
65
歳
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

昭
和
28
年
設
立
の
会
社
は
、
従

業
員
が
11
人
、
外
注
さ
ん
は
2
人

か
ら
3
人
で
常
時
15
人
体
制
で
現

場
に
入
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
内
装
工
事
が
中
心
で
し

た
が
、
現
在
は
ゼ
ネ
コ
ン
の
1
次

と
し
て
フ
ェ
ン
ス
外
構
工
事
が
主

体
と
の
こ
と
で
す
。
区
の
公
園
等

の
フ
ェ
ン
ス
工
事
受
注
で
は
、
近

く
て
小
回
り
が
効
く
こ
と
か
ら
評

判
は
良
い
よ
う
で
す
。
今
後
は
、

内
装
工
事
も
で
き
れ
ば
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
社
員
募
集
中
で
す
。
こ

れ
ま
で
広
告
紙
な
ど
も
活
用
し
ま

し
た
が
「
電
話
1
本
も
来
な
い
」

状
況
だ
そ
う
で
す
。
外
国
人
の
実

習
生
も
雇
用
し
て
い
ま
す
。
期
間

限
定
で
す
が
、
仕
事
へ
の
意
欲
を

感
じ
る
し
真
面
目
だ
と
の
こ
と
で

す
。
募
集
で
は
、
若
者
が
こ
の
業

界
に
興
味
を
持
っ
て
や
っ
て
く
れ

る
よ
う
働
き
か
け
た
い
と
語
り
ま

す
。
「
（
藤
原
さ
ん
が
）
怒
っ
た

と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
な
い
、
い

つ
も
お
だ
や
か
で
温
厚
な
方
で

す
」と
は
、従
業
員
の
言
葉
で
す
。

最
大
の
魅
力
は

土
建
国
保

厚
生
年
金
と
土
建
国
保
の
適
用

除
外
を
知
り
、
東
京
土
建
に
加
入

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
そ
う

い
っ
た
情
報
が
な
か
っ
た
の
で
助

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も

東
京
土
建
の
最
大
の
魅
力
は
健
康

保
険
で
す
。
家
族
が
入
院
し
た
と

き
、
入
院
無
料
は
大
変
助
か
り
ま

し
た
。
手
続
き
も
簡
単
で
、
治
療

費
も
食
事
代
で
済
み
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
土
建
国
保
以
外
に

も
労
災
・
雇
用
保
険
な
ど
い
ろ
い

ろ
と
利
活
用
が
あ
り
ま
す
し
、
支

部
事
務
所
の
皆
さ
ん
に
は
何
で
も

良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
も

っ
と
早
く
東
京
土
建
を
知
っ
て
入

っ
て
お
け
ば
良
か
っ
た
で
す
。

組
合
の
紹
介
で
事
業
所
分
会
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
12
月
の

餅
つ
き
大
会
や
住
宅
デ
ー
等
に
参

加
し
ま
し
た
。
支
部
事
務
所
で
行

な
う
餅
つ
き
は
、
ご
近
所
に
も
呼

び
か
け
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
行

事
で
し
た
。

東
京
土
建
に
期
待
す
る
こ
と

は
、
や
は
り
後
継
者
不
足
へ
の
対

策
で
す
。
求
人
募
集
を
し
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ

ん
。
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
や
建
築

カ
レ
ッ
ジ
に
は
頑
張
っ
て
い
た
だ

い
て
、
若
い
建
設
従
事
者
確
保
と

育
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

温厚な人柄が溢れ出ている藤原さん

【
特
別
教
育
な
ど
】

石
綿
4
月
17
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
4
月
18
日
（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
4
月
19
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
の

み
4
8
0
0
円
、
熱
中
症
の
み
3

3
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
と
2

日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
4
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）5
月
15
〜
16
日（
火

水
）
池
袋
、
9
3
0
0
円

【
作
業
主
任
者
】

足
場
4
月
10
〜
11
日
（
火
水
）
池

袋
、
1
万
1
千
円

石
綿
（
石
綿
使
用
の
建
築
物
等
の

解
体
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
）
4
月

19
〜
20
日
（
木
金
）
池
袋
、
1
万

1
千
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
4
月
11
〜
13
日
（
水
木
金
）

池
袋
（
実
技
は
板
橋
）
、
2
万
1

千
円

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
5
月
11
〜

13
日
（
金
土
日
）
西
多
摩
支
部
会

館
、
3
万
2
千
円

【
受
験
準
備
講
座
】
※
会
場
池
袋

第
2
種
電
気
工
事
士
4
月
29
日
〜

5
月
27
日（
日
曜
昼
5
回
）池
袋
、

4
万
円

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
】

Ｊ
Ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
5
月
10
日
〜
7
月

12
日
（
木
曜
10
回
）
池
袋
、
5
万

3
千
円

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ｃ
Ａ
Ｄ
5
月
8
日
〜
7

月
17
日
（
火
曜
11
回
）
池
袋
、
5

万
8
千
円

優良職長賞を受賞した松川さん（右）。
隣は事業主の松本本部賃金対策部長

【
江
戸
川
・
防
水
・
松
川
幸
一

記
】
安
全
に
現
場
工
事
を
進
め
る

う
え
で
一
番
大
切
な
の
は
、
作
業

手
順
を
守
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

作
業
に
慣
れ

て
く
る
と
、
そ

の
こ
と
を
忘
れ

て
要
領
よ
く
作

業
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
仕
事

を
こ
な
し
て
い
く
上
で
は
と
て
も

良
い
こ
と
で
す
が
、
時
に
そ
こ
に

落
と
し
穴
が
あ
り
、
ミ
ス
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
小
さ
な
ミ
ス
で
あ
れ
ば

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
で
済
む
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ケ

ガ
を
し
た
り
、
物
を
壊
し
て
し
ま

っ
た
り
と
大
き
な
ミ
ス
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
に
追
わ
れ
て
あ
せ

っ
て
し
ま
い
、
周
り
が
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
時
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
う
い
う
状
況
に
陥
っ

て
い
る
人
を
見
た
ら
、
「
大
丈
夫

か
？
」
と
ひ
と
声

か
け
る
人
が
い
る

と
、
少
し
落
ち
着

く
こ
と
も
で
き
る

で
し
ょ
う
。

「
ケ
ガ
を
し
な
い
」
「
ケ
ガ
を

さ
せ
な
い
」
。
こ
れ
か
ら
も
、
作

業
員
全
員
で
安
全
な
現
場
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

内
装
解
体
・
土
工
・
多
能
工
（
請
負
）

総
合
解
体

大
和
組
（
渋
谷
支
部
）

☎
0
8
0
―
5
3
7
5
―
5
6
0
9

と
び
・
土
工
（
正
規
）

㈱
Ｎ
・
Ｓ
・
Ｄ
（
葛
飾
支
部
）

☎
6
4
5
8
―
0
8
9
6

現
場
管
理
・
監
督
（
正
規
）

㈱
日
本
ホ
ッ
プ
ス
（
板
橋
支
部
）

☎
3
9
5
5
―
8
2
7
8

大
工
（
正
規
）

ハ
ウ
ス
・
ラ
ボ
（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
4
4
9
―
9
4
3
6

と
び
工
（
正
規
）

㈲
古
井
組
（
墨
田
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
4
4
5
―
2
5
9
9

耐
火
被
覆
吹
付
け
（
正
規
）

木
村
耐
火
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
2
5
1
―
3
0
5
1

電
工
（
正
規
）

占
部
電
設
（
北
支
部
）

☎
0
8
0
―
6
6
2
4
―
2
1
0
3

塗
装
職
人
（
正
規
）

牛
越
塗
装
（
八
王
子
支
部
）

☎
0
9
0
―
9
9
7
2
―
3
9
3
5

大
工
（
正
規
）

㈱
山
建
（
文
京
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
3
9
7
―
9
5
1
6

配
水
管
整
備
工
（
正
規
）

山
中
商
事
㈱
（
三
鷹
武
蔵
野
支
部
）

☎
0
4
2
2
―
4
8
―
7
0
1
9

と
び
（
正
規
）

㈱
秋
山
工
業
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
2
1
1
―
6
6
1
1

解
体
工
、
片
付
作
業
、
ド
ラ
イ
バ
ー（
正

規
）

㈲
セ
イ
ユ
ウ
（
新
宿
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
3
4
6
―
5
1
5
8

空
調
設
備
（
正
規
）

㈲
エ
ア
ク
リ
エ
イ
ト
（
足
立
支
部
）

☎
0
8
0
―
1
0
5
0
―
9
7
5
7

タ
イ
ル
（
正
規
）

㈱
秀
後
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
6
9
3
―
4
5
9
4

塗
装
、
防
水
、
シ
ー
リ
ン
グ
（
正
規
・

短
期
）

㈱
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｆ
―
Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
（
西
東
京
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
6
0
2
―
4
2
0
3

と
び
、
鍛
冶
（
正
規
・
短
期
）

㈱
Ｒ
Ｙ
（
練
馬
支
部
）

☎
0
8
0
―
4
6
8
9
―
8
2
6
7

電
気
工
事
（
正
規
・
短
期
）

シ
マ
ダ
電
設
（
八
王
子
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
4
7
7
―
0
5
0
1

空
調
（
正
規
・
請
負
）

㈲
小
林
設
備
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
1
0
6
―
7
3
2
0

内
装
、
Ｌ
Ｇ
Ｓ
、
ボ
ー
ド
（
正
規
）

㈱
Ｍ
’S
建
工
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
6
3
4
―
9
7
2
9

空
調
設
備
（
正
規
）

中
澤
エ
ア
テ
ッ
ク
㈱
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
2
2
5
―
8
8
0
3

設
備
配
管
工
（
正
規
）

㈱
上
原
設
備
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
6
8
―
0
6
9
9

若
者
が
集
ま
る
業
界
に

板
橋
支
部
の
藤
原
正
宏
さ
ん

「
手
順
守
る
の
が
大
切
」

優
良
職
長
賞
に
松
川
さ
ん

27

働
き
が
い
あ
る
職
場
に

労
働
時
間
を
適
正
に
把
握
し
て

求

人

求

人

求

職

求

職


